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各種結核 菌成劑 ノ效力 ノ比較

京都帝國大學醫學部外科學教室(鳥潟敷授指導)

大學院學生 留學士 武 野 周 一

緒 言

ヅ般 二免疫元 ノ治療豫防上 ノ敷力 ノ比較 テナスBCGノ 敷力 テ他 ノ種 々ナル結核菌成剤 ノ数力
　 　 　 　 　 　 　 り 　 り 　 　 　 　 　 　 　 り 　 　 　

ニ ハ直 接 二人 類 二就 テ逡 行 スル コ トガ理 想 デ ア ト比 較 考 査 スル コ トナ ドニ至 リテハ何 人 モ何 事
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

ル ガ、 ソ レー ハ多 撒 ノ人 類 ト長 キ年 月 トテ要 ス テモ逡 行 シテ居 ラヌ ノデ アル。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

ル ノ ミナ ラズ、 ヨ シ ソ レガ行 ハ レタ ト シテ モ、BCGガBCGダ ケ ノ孤 立 的 存 在 デ ア ツテ、 他

其 ノ結 果 ナ ル モ ノハ 「免 疫元 ノ数 力 ソ レ自身」ニ ノ成 剤 ト ノ間 二赦 力 上 ノ比 較 研 究 テ逡 ゲ テ無 ケ

蹄 スベ キ ヨ リモ,却 テ其 他 ノ條 件 二支 配 セ ラル レバ、 ソコ ニ 何 等 ノ 進 歩 モ 無 キ モ ノデ アル。

ル 場 合 多 キ故 、 正 鵠 テ得 タル判 定 ハ 出來 難 キモAOト 難 、 「コク チ ゲ ンJト 錐 亦 然 リデ ア ル。 進

ノデ アル。 結 核 菌 各 種 成剤 ノ数 力 ノ判 定 二於 テ 歩 ヤ眞 理 ハ相 互 テ比i較 スル コ トニ ヨ リテ始 メ テ

モ亦 然 リ デ アル。 例 ヘ バBCGノ 敷 力 ノ判 定 二 型 ・レテ來 ル モL7一デ ア2k。 ソコ デ各 種 免塞 元∠.

向 ヅテ ハ佛 國 ノ學 者 ハ長 キ年 月 ト多 撒 ノ人 間 ト 数 力 テ簡 軍 明瞭 三比較 シ大 曜 ノ見 當 ラ ツ ケと 三

テ使 用 シテ居 ル ガ、 其 ノ数 力 ノ判 定 ハ今 日 ト錐 トノ 出來 ル 様 ナ 検 査 方 法 ガ 必要 トナ ル ノデ ア

モ尚 未 ダ 出來 テ ハ 居 ラ ヌ ノ デ アル。 況 ンヤ ル 。
● ● ●}

余等 ワ比較方 法 ワ出護鮎 及 ビ比較 ワ方針

一切 ノ免疫元ハ何 ノ種類 タルニ拘 ラズ、試験管 學的現象 ノ大小 トノ間 ノ量的關係 テ顧慮 セ穴力

内二於 テ特殊抗原 トシテ作用 スルモノデアル。 ラデアル。マタ第ニニハ免疫元 トシテノ赦果ハ
　コ 　 くつ ごつ り り

即 チ沈澱反磨、凝集反慮、檜容反慮、補膿結合 免疫元性物質 ノ毒力カラモ支配 サレルガ故二毒
　

反 慮 、 喰 燧 現 象 等 ノ場 合 二於 テ爾 他 同一 條 件 ノ 力 同一 ナル條 件 テ與 フル コ トテ不 問 ニ シテ居 ル
　 　 　

下 二於 テ是 等 ノ反 慮 ガ強大 二瑳 生 ス ル ナ ラバ、 ヵ ラ デ ァル。

其 際 二 於 ケ ル 抗 原 ハ 敷 力 ノ 優 秀 ナ ル モ ノデ ア 以 上ニ ツ ノ事 項 テ考 慮 シテ比 較 ス ル ト免 疫 元 性

ル。 赦 力 ト抗 原 性数 力 トハ毎 常正 比 例 スベ キ モ ノデ

此 ノ如 ク試 瞼 管 内 二於 ケ ル特 殊 反 慮 二際 シ抗 原 ハ ナ イ ガ併 シ必 ズー致 連 行 ス ル モ ノデ ア ツ テ、
　 リ

トシ テ数 力 ノ大 ナ ル モ ノハ動 物膿 内 二於 テ モ亦 コ レガ眞 理 デ アル。 此 ノ免 疫學 上 ノ大 原 則 二封

免 疫 元 トシ テ赦 力 ノ大 ナ ル モ ノデ アル。 ソ レ故 シテ今 日尚 ホ兎 角 ノ異 論 テ描 ム者 ガ ア ルナ ラバ
　 　 　

二抗原性能働力 ト免疫元性能働 力 トハー致連行 ソバ研究方法 テ理解セザル幼稚 ナル研究者 タル
へ

し リ ノ コ リ しノ くつ 　 　 　 む ゆ 　 　

ス ル モ ノデ雨 者 ハidentischナ ル モ ノデ アル。 コ トテ表 明 シタ ニ過 ギ ヌモ ノデ ア ル。 鳥 潟 教授

時 二 ・・併 シr此 ノ雨 者 バー 致 セ ヌ』ト主張 ス ル學 ノ教 室 カ ラ ハ此 間 ノi省息 テ10撒 年 來12分 二解
'者

モ アル ガ、 ソ レノ・其 ノ學 者 ノ検 査 方 法 ガ當 テ 明 シテ居 ル。

得テ居ラ薙 左デアル・epチ翫 ニハ抗原乃至 恥 鐸 僅 駝 醤 旨 搾 勘 蒋 客循

免疫元ノ服 卜・ソレニヨリテ麹 シタル生物 靴 春軌a判 間脚.竹 謄 琳 層騨 言
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於テノミ特殊性及ビ非特殊性爾様 ノ「オプソニ
.● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ■ ● ● ● ● ● ● ●

ン」 ガ最 大 償 二於 テ登 現 ス ル コヲ ト學 ビ知 ツタ
● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

(八田捨 二 、番 野 静 郎)。 ソ レデ マ タ此 ノ如 ク 「オ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 リ

プ ソニ ン」 産 生能 力 ノ大 ナル抗 原 ハ免疫 元 トシ
● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●0● ● ● ● ● ● ● ●

テ モ亦 数 果 ノ大 ナ ル モ ノ タル コ ト ・一致 スル コ
● ● ● ●o● ● ⑦ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

トテ知 ツタ。余等 ノ比較方法ノ出獲貼ハ」比塵 デ
● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ■0● ● ● ● ●0

ζを・
即チ可検免疫元テ軟高 トナシテ表皮二貼用 シテ

以テ皮膚 カラノ自然吸牧ニー任 シ、24時 間 テ経
　 くラ 　 　

過 スルコトニヨリテ當該皮膚 内ニノミ最大慣 ト

シテ登現ン來 ル非特殊性及 ビ特殊性 「オプソニ

ン」ノ強度 テ確定 シ以テ可検抗原 ノ数力テ比較

ス ル ノデ アル。 帥 チ此際 産 生 セ ラ レタ ル 「オ プ

ソニ ン」量 ノ大 小 ト、 可 検 抗 原 ノ冤 疫 元 トシテ

ノ数 力 ノ大 小 トノ・、 正 比 例 ハ スベ キ モ ノニ非 ザ

レ ドモ併 シー致 連 行 スル モ ノデ アル ガ故 二、「オ

プ ソニ ン」 ノ大 小 ヨ ヨ リテ 可 検 抗 原 ノ赦 力 ノ大

小 ヲ律 シ得 ル ノ デ アル。 本 研 究 二於 テハ先 ヅ結

核 菌各 種 成剤(コ ッホ氏 蕾 「ツベ ル ク リン」、AO

及 ビ「コ クチゲ ン」)ニ ヨ リテ 皮 内 二獲 生 シ タル

非 特 殊 性 「オ プ ソー ン」ノ大 小 テ確 定 シ以 テ是 等

ノ成 剤 ノ赦 力 ノ評 償 二資 セ ン ト欲 ス ル モ ノデ ア

ノレo

可検材料

(1)コ ・ホ 氏 蓉 「ツベ ル ク リ ン」。

大 日本 帝 國 政 府 傳 染 病 研 究 所 製 造(1932年9月

5日)ノ コッホ氏 菖 「ツベ ル ク リン」3.0琵 入 リ2

個 ノ内容 ヲ1個 ノ無 菌 的 容 器 二容 レ'O.5%石 炭

酸加0・85%食 盤 水 テ以 テ10倍 二稀 澤 シ コ レテ

軟 膏 トシタ(但 シ軟 膏 製 法 ハ別 二記 載 シ タ)。

(2)20分 囁 氏100度 煮 沸 コッホ氏 菖 「ツベ ル ク

リ ン」。

前 記10倍 稀澤 コッホ氏 菖 「ツベ ル ク リ ン」ヲ囁 氏

100度 ニ テ 沸 縢 シ ツ ・アル 重 湯 煎 中 ニ テ20分

間 煮 沸 シ タモ ノデ アル。此 ノ 目的 ハ林茂 、青 柳 安

誠 等 ノ研 究 ニ ヨ リ明 白 デ アル如 ク 薔 「ツ・ぐル ク

リン」ハ元 來 コ..ホ釜 デ1時 間 熱 氣 肯毒 ラ受 ケ タ

モ ノデ ハ ア ル ガ併 シナ ガ ラ元 來 「イム ペ ヂ ン」ノ

破 却 テ 目的 トシタ モ ノデ無 イ故 二爾 ホ其 中 ニ ハ

時 二顯 著 二 「イム ペ ヂ ン」テ含 有 ス ル モ ノデ アツ

テ、傳 研 製 ノ「ッベ ル ク リン」二關 シテ ハ此 ノ 「イ

ム ペ ヂ ン」テ破 却 スル ニ 要 スル 好 適 煮 沸 時 間 ハ

囁 氏100度20分 デ アル コ トガ 明 白 トナ ツ●テ 居

ル カ ラデ アル。'

試駒 用 一ノ・此 ノ煮沸 「ツベ ル ク リ ン」テ以 テ同一

條 件 ノ下 二軟 膏 ヲ作 ツ タ ノデ ァル。

(3)AO・

有 馬研 究所 製造(1932年10月8日)ノAO第3

號1耗 入 リ40個 ノ内容 ヲ 滅 菌 シタ1個 ノ 容 器

二集 メ其 ノ1牛 テ以 テ軟 麿 ヲ作 ツ タ。

(4)30分 擁 氏100度 煮沸AO

AO・ ・一 切 ノ細 菌 性 生 態 免 疫 元 ノ 例 一 漏 レズ

「イム ペ ヂ ン」ヲ含有 スル モ ノデ ア ツ テ
、 コ レラ

破 却 ス ル ニ 要 スル 好 適 煮 沸 時 間 ハ30分 デ ア ル

コ トガ今 牧 嘉雄 、林 茂等 ノ研 究 ニ ヨ リ明 白 デ ア

ル ガ故 二 「イム ペ ヂ ン」破 却AOテ 得 ル ガ爲 二此

ノ操 作 ラ行 ツ タモ ノデ ア ル。 試 験 ニ ハ コ レテ以

テ其 他 同 一條 件 ノ下 二 軟 脅 ヲ 製 出 シテ 使 用 シ

タ。

(5)結 核 菌 「コ クチ ゲ ン」。

鳥 潟 冤疫 研 究 所 製 造(1932年8月12日)ノ モ ノ

ニ シテ20 .0妬 入 リ2個 ノ 内容 テ1個 ノ 滅 菌 容

・器 二牧 メ ソ ノ1牛 テ以 テ軟 脅 テ作 ツ タ。

(6)30分 煮 沸 結 核 菌 「コ ク チ ゲ ン」。

前 記(1)(3)等 ノ成剤 ハ囁 氏100度 ニ テ或 ハ20

分 間或 ハ30分 間煮 沸 シ以 テ 「イ ムペ ヂ ン」ヲ破

却 スル コ トテ 企 テ タモ ノ デ アル。 故 二 結 核 菌

「コ クチゲ ンjニ テ モ亦 封 照 ノ目的 ラ以 テ コ レテ

30分 間 囁 氏100度 二 煮 沸 シタモ ノテ 軟 麿 ト爲

シ以 テ試験 二供 シ タ.

「イム ペ ヂ ン」ノ何 者 デ ア ル カ テ理 解 シ得 ナ ィ讃

者 ハ後章 實 験 結 果 ノ記 録 中 二 於 テ薔 「ツベ ル ク

リン」或 ハAOヲ20分 乃 至30分 問 煮沸 シタ場

合 ト結 核 菌 「コ クチ ゲ ン」 テ30分 間 煮沸 シタ場
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合 トテ比 較 シ テ其間 二如 何 ナ ル差 別 ガ起 リ來 ル

カ テ観 察 スル ナ ラバ 蓋 シ思 ヒ牛 バ ニ過 グ ル モ ノ

ガ ア ロ ウ。

軟膏調製方法

前 記(1)ヨ リ(6>二 掲 ゲ タ各 種 可 検 抗 原 テ以 テ

左 ノ如 キ虎 方 ニ ヨ リ軟 膏 テ調 製 シ タ。

可 検 抗 原 液20.o耗

實験方法

無 水 「ラ ノ リ ン」10.0瓦

白 色 「ワ ゼ リ ン 」2.0瓦

膿 重2冠 内外 ノ健 常 家 兎 二就 キ脊 柱 ヲ 中央 トナ

ス背部 皮 膚 ヲ6糎 卒 方宛3個 所合 計6個 所 剃毛

シ其 ノ中 央 二於 テ正 シク 壬糎 李 方 ノ範 園 二前 記

(1)ヨ リ(6)二 至 ル マ デ軟 膏 ノ2.0瓦 宛 テ5分

間 指 頭 ニ テ塗 擦 シ残 絵 テ貼附 シ「リ ン ト」子以 テ

被 ヒ 絆 創 膏 テ 以 テ 固 定 シ 更 二保 護 翻 帯 テ施 シ

タ。 而 シ テ12時 間 乃 至L'4時 間 後 二繍 帯 テ去 リ

軟 脅 テ綿 紗 ニ テ機 械 的 二清拭 シ下 二記 スガ如 キ

方 法 ニ テ當 該 皮 膚 中 二産 生 セル 「オ プ ソー ン」テ

検 査 シタ。

家 兎 ハ 凡 テ3頭 テ以 テ1群 トナ シ軟 膏 貼 用 時 間

テ第1群 二 ・・12時 間 、 第2群 ニ ハ 其 他 同一 條

件 ノ下 二24時 間 トナ シ3頭 分 ノ 卒 均 激 テ 以 テ

比 較 考 査 二供 シ タ.

局部皮膚産生非特殊性 「オプ ソニ ン」検査方法

凡テ抗原(冤 疫元)ニ ハ2種 ノ作用ガアル。其一

ハ特殊発疫 ノ獲得 テ表徴 スル特殊抗禮 ノ市生、
し の 　 ゐ

其ニハ非特殊性一般免疫 ノ獲得テ指示 スル非特
00

殊性抗膿 ノ産生デアル。
　 　　 くつ 　

結 核 菌 ヨ リ得 タ ル各 種 成 剤 ヲ以 テ表 皮 テ腿 理 シ

タル場 合 モ亦 然 リ。 軟 膏 貼 用 皮 膚 局 所 ニ ハ特 殊

発 疫 ノ登 生 ラ標 徴 ス ル特 殊 「オ プ ソ ー ン」ノ嚢 生

ト非特 殊免 疫 ノ獲 得 テ 表 示 スル 非特 殊 性 「オ プ

ソニ ン」ノ登 生 トラ 同 時 二同 一一場 所 二澄 シ得 ル .

モ ノデ アル。本 報 告 二於 テ ハ非特 殊 性 「オ プ ソニ
の 　 　 り 　 　 　 り 　 　 　 　 　 の 　

ン」 トシテ抗 黄 色葡 萄 歌 球 菌 「オ プ ソニ ンメノ局
　 　 　 　 ゆ 　 　 　 　 む 　 　 　 　 　 　 む 　 　

所皮膚内檜張 テ指標 ト爲シ以 テ結核菌各種成剤
　 　 　 　 　 　 　 り り 　 　 　 　 　 　 　 の む 　 　 リ

ノ抗原能働力從テマタ其 ノ冤疫元性能働力 ノ大
　 　 　 り 　 む 　 　 　 　 　 　 の り む 　 つ 　 　 　 　

小 ヲ比 較 セ ン ト ス ル モ ノ デ ア ル。
　 　 　 り 　 む 　 り 　 　 　 　 　 　

即 チ軟 膏 テ12時 間乃 至2t+時 間 貼 用 シ タル後 局

所 皮 膚 テ 切 リ 取 リ テ 其 ノ0・5瓦 ニ ツ キ0・85%

滅 菌 食 盛 水2・o耗 テ以 テ皮 膚 乳 剤 ラ作 リ之 ラ強

カ ニ遠 心 シテ牛 透 明 ノ上 澄 液 ヲ得 此 中 二於 ケ ル

抗 黄 色 葡 萄 状球 菌 「オ プ ソー ン」ノ含 有 量 テ確 定

スル ノ テ アル。

「オ プ ソニ ン」検 査 方 法 ハ ラ イ トノ方 法 二準 嫁 シ

試 験 管 内検 査 二於 テ 「オ プ ソニ ン」係 敷 ヲ定 メ比

較 二供 シタ。 尚 ホ封 照 ノ 目的 ラ以 テ各 家 兎 ノ背

部 正 中線 上 二於 テ軟 膏 テ貼 用 セズ輩 二剃 毛 シタ

部 分 ノ健 常 皮 膚 ヨ リ 前 記 ノ方 法 ニ ヨ リテ 「エ ム

ル ジオ ン」遠 心 上澄 液 テ得 テ 試 験 二供 シタ。 マ

タ試 駄 ノ血 清 中 一 於 ケ ル 抗 黄 色 葡 萄 歌 球 菌 「オ

ブ ソニ ン」テモ封 照 ト爲 シタ.

備考 、 「オ プ ソニ ン」検 査 方 法 ニ ハー 定 ノ熟 練 テ

要 シ追 試 者 ハ此 ノ検 査 方法 二就 テ ハ豫 メ充 分

ナ ル 自信 テ持 タ ネ バ ナ ラヌ。 自家 ノ検 査 手 技

ノ未 熟 ラ顧 ミズ シテ輕 々 シ キ批 評 テ下 ス コ ト

ハ愼 ム ベ キ デ アル。

實験結果

實験 ノ結果ハ第1表 ヨリ第8表 マデ及 ビ第1圖 ヨ リ第8圖 マ デ ニ示 サ レタ。
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第1表 各結核 免疫元12時 間貼用後産生 セ ラ

レタノレ「オプ ソニ ン」家 兎第1號(盟 重1980瓦)

喰菌
「オ プ ソ

ニ ソ」係

第5表 各結核免疫元軟膏24時 間貼用 後産生 セ

ラレタル「オプ ソー ソ」家兎第4號(盟 重2120瓦)

可 検 物

正 常 皮 膚
「ツ ベ ノレ 原

ク リ ソ」 煮(20')

原AO

煮(30ノ)
「コ ク チ 原

ゲ ソ」 煮(30')

血

喰

13
τ
7
τ
了
24

可

食
清 了 「

藍 水 「i互

菌

19
τ
万
万

7

「0

8

0
ヨ

9

2

望

3

1

2

子

32
可
可
万
万一訂

亙
22
万

0.19

而

0.28

0.23

0.27

0.40

礪

{而

0.29

1.OO

1.00

1.4ヴ 『}

1.21

1.42

2.10
一 至

.00

0.6S

1.51至 「

第2表 各結核免疫元軟膏12時 間貼用後産生 セ

ラ レタル「オプ ソニ ン」家兎第2號(禮 重2220瓦)

一

可 楡 物 喰 菌 子 喰菌
率

1オ プ ソ

ニ ソ」係

藪

正 常 皮 膚 12 15 27 0.15 1.00

「ツ ベ1レ

ク リ ソ」

原 10 16 26 016 1.06

煮(20!) 12 19 31 0.19 1.26

AO
原 12 18 30 0.18 1.20

　-一

煮(30/) 15 20 35 0.20 1.33

「コ ク チ

ゲ ソ1

原 21 29 50 o.29 1.93
一 一一

煮(30!) 18 28 46 0.28 1.86

血 清 8 11 19 0.11 0.73

食 璽 水 12 17 29 0.17 1.13
1

-一

第6表 各結 核 免 疫 元 軟 膏24時 間貼 用 後 産 セ ラ

レタ ル 「オ プ ソ_ン 」家 兎第5號(膿 重20・50iEi)

可 検

正 常 皮
「ツ ベ ル1 一
ク リ ソ 」1煮

I

AO1_i煮

唱 _

1コ ク チ1 一
ゲ ン」i煮

_血

.食 鞭

物

膚
原

原

iff(30!)

原

i煮(30!)

清

喰

10
恋
π
万
万
下
万
丁

水 「酉「

菌

15

一18

「27

一20

「25

「30

一29

万

「19

子

25
可
可
亙
有
可
万
亙
可

喰 菌

卒

亜

0.18

0.27

0.20

0.25

0.30

0.29

0.07

0.19

「才 プ ソ

ニ ソ」係

00
●

1

02
●1

0801

3391

66
0

1

00
●

2

39
●1

64
●0

6の
ヨ●

1

可 槍 物

正 常 皮 膚
「ツ ベ ル1原

煮(201)ク リソ」

原AO

i.{30')
「コク チ 原

ゲ ン」 煮(30!)

血 藩

喰

8

8

13

10

互

15

了

マ

食 盛 水110

菌

10

】2

19

13
了
23
可
了
τ

子

1,S

20

32

23

万

38

π

下

24

ソ
係

プ
物

情

孟
菌喰

率

処91
璽21
0.19

0.13

0.17

0.23

礪

砺

而

1.oo

1.20

1.90

1.30

1.70

_旦 ・30

2.10

0.50

1.40

第3表 各結 核免疫 軟膏12時 間貼用 後産生セ ラ

レタル「オプ ソニソ」家 兎第3號(膿 重2100瓦)

可 検 物 喰1菌
1

子 喰菌
率

1ナ プ ソ

ニ ソ」係

轍

正 常 皮 膚 10 13 23 0.13 1.00
1ツ ベ ル

ク リ ソ」

原 9 14 23 0.14

σ「箆

1.07

煮(20') 14 23 37 1.76

AO 原 8 14 22 0.14 1.07

煮(30ノ) 12 1S 30 0.18 1.38
「コ ク チ

ゲ ソ」

原 14 25 39 0.25 1.92

斎(30!} 13 24 37 0.24 1.84

血 清 6 9一 一

15

15 0.09 0.69

食 鞭 水 10
一
25

一
〇.15 1.15

第4表 各結核 免疫 元軟膏12時 間貼用 後産 生

セ ラレタル卒均 「オプ ソニ ソ」(3頭 亭均)

第7表 各結核免疫 元軟膏24時 間貼用 後産生 セ

ラ レタル「オプソニ ソ」家 兎第6號(膿 重2000瓦)
一

可 検 物

正 常 皮 膚
1ツ ベル:原

ク リ ソ」 煮(201)

AO原 1煮(301)

　 l

lコ ク チ ・ 原
し

ゲ ソ」,煮(おoノ)

血 清
食 鞭 水

喰

9

一10

一15

一13

一15

一19

一18

一ヱ

ー1

菌

14
歪
可
万
可
可
可
τ
了

子

23
下
万
可
可
了
百
下
下

ソ

係

プ

判

オ

'

ー

二
甜

菌喰
傘

io.ユ411.00

0.18L1・28

0.31

0.23

0.30

0.38

0.35

011

0.17

2.21

1.64

2.14

2.71

2.50

0.78

1.21

第8表 各結核免疫元軟膏24時 間貼用後産生

セラレタルZF均 「オプソニソ」(3頭 卒均)

1

可 検 免 疫 元

原 り ベ ル ク リソ」

20!煮 「ツ ベ,レ ク リ ソ 」

原AO

30!煮AO
一

原1コ ク チ ゲ ン」

30!ゐ 「コ ク チ ゲy」

正常皮膚
血 清一 一一}一 一

食囎水

喰菌子

27.0

41.0

30.3

36.6

49.6

47.0

26.6

16.3

34.3

喰菌奉

0.17

0.26

0.19

0.23

0.31

0.30

0.15

0.09

0.21

「オ プ ソ

ニ ソ」係

1.09

1.67

1.20

1.48

2.00

1.92

1.00

0.61

1.31

可 検 免 疫 元 喰菌子喰菌傘

「オ プ ソ

ニ ソ」係

藪

原1ツ ベ,レ ク リ ソ」 24.6 0.15 1.18

20!煮 「ツ ベ7レ ク リ ン」 36.3 0.23 1.79

原AO 29.6 0.18 1.38

301煮AO
-

36.3 0.22 1.72

原 「コ ク チ ゲ ン」
　

48.3 0.30 2.31

30!煮 「コ ク チ ゲ ン」
一

45.0 0.28 2.15

正常皮膚
一一

22.6 0.13 1.00

血 清 】5.3 0.09 0.67

食鞭水 27.0 0.16 1.24
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第1圖 各結核免疫元軟 膏12時 間貼用 後産生

セ ル亀II一プ ソニ ソ」係籔(家 兎第1號)

(第1表 参照)

「z5
オ
ブ2

.〇

三

ぎ ノ5

係

NT=原 「ツ ベ ル ク リ ン」

KT=20!煮 「ツ ベ ♪レク リ ソ」

NA=原 「AO」

KA=30!煮 「AO」

NK=原 「コ クチ グ ン」

KK=30ノ 煮 「コ ク チ ゲ ソ」

(以 下 準 之)

第2圖 各結核 免疫元 軟膏12時 間貼 用後産生

セル「オプソニ ソ」係 藪(家 兎第3號)

(第2表 参照)

「2
オ
ブ2
ソ

ソ ∠
　

係
激 〃
↑ 〃 〃maiMIIz"f

第3圖 各結核免疫元軟膏12時 間貼用後産生

セ ル「オプ ソニ ソ」係数(家 兎第3號)

(第3表 参旦貿)

一、2

オ
ブ2〃

z
;∠

篠

第4圖 各結核免免元軟膏12時 間貼用後産生

セ'レ「オプ ソニ ソ」係鍛卒均(3頭 卒均)

(第4表 参照)

rz
ナ
プ 〃

ど
;∠

宿

第5圖 各結核免疫元軟膏24時 間貼用後産 生

セ,レ「オプ ソニ ソ」係数(家 兎第4號)

(第5表 多 照)

25

〃

々

〃

「
オ
プ

ソ

ニ
ソ
」
係

激

↑

第6固 各結核免疫元軟膏24時 間貼用 後産 生

セル「オプソニソ」係数(家 兎第5號)

(第6表 謬 照)

か

〃

〃

〃

「
オ
プ
ソ

ニ
ン
」
係
数

〃.ffrh/Ama/UKffK

第7圖 各結核免疫元軟膏24時 間貼用後産生

匂 レ「オプ ソニ ソJ係数(家 兎第6號)'

(第7表 参照)

2

茅
プ2
ソ

;

篠
徽 〃
↑

〃 口〃'〃1〃 〃γ〃(

第8圖 各結核免疫元軟膏24時 間貼用後産生

セル「オプソニ ソ」係数ZF均(3頭 卒均)

(第8表 参照)

「2

主 『フ

2:7

ヲ ∠

祐

倣 〃
↑ 〃 πth〃 〃r〃i
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實験結果総括及ゼ考察

第9表 各種結核免疫元軟膏貼用 時間 ト局所産生 「オプソニ ン」係数 トノ關係(第6圖 参照)

免疫 一
兀

時間

原 「ツ ベ ル ク リ ン」

20'煮 「ソ ベ ♪レク リ ソ」

原AO

30'煮AO

原 「コ 〃 チ ゲ ン」

20!者 「コ ク チ ゲ ソ1

12時 間

ユ.09(1,00)(100)

1.67(153)

1。20(100)(110)

1,4S(123)

(100)

(89)
2.00r100)(183)1120)
1.9296)

24時 間

1.18(100)(100)
1.79(152)
1.38(100)(117)
1.72q25)

(100)

(96)

2.31(100)(196)(129)

2.15(93)一

()内 ノ 撒 字 ノ・百 分 比

第9圖 各種結核免疫元軟膏貼用時間 ト

「オプ ソー ソ」係倣 ト/關 係(第9表 参照)

茅
プ

z

;o .5夜

畢
i

→軟膏貼用時 間(時)

實 験 結 果 ハ第9表 二総 括 セ ラ レタ。 マ タ第9表

ノ所 見 テー 目瞭 然 タ ラ シ メ ンガ爲 二第9圖 二於

テ曲 線 ラ以 テ示 シタ。

以 上 ノ事 實 ニ ヨ リ テ下 ノ事 項 テ認 識 シ得 ル デ ア

ラ ウ。

1.健 常 皮膚 中 二 於 ケ ル 抗 黄 色 葡萄 駄 球 菌 「オ

プ ソニ'」 係 撒 テ1・0ト 爲 ス時 ハ原 「ツベ ル クリ

ン」、原AO乃 至 原結 核 菌 「コ クチゲ ン」テ以 テ

塵 理 セ ラ レタル 同1個 農 ノ 局 所 皮 膚 内 二12時

間 中乃 至24時 間 中 二 産 生 セ ラ レタ 「オ プ ソー

ン」係撒 ハ下 ノ如 ク デ アル。

原 「ツベ ル ク リ ン」ニ テ ハ

1・09(12時 間 後)1.18(24時 間 後)

原AOニ テハ

1.2(12時 間 後)1・38(24時 間 後)

原 結 核 菌 「コ ク チゲ ン3ニ テ ハ

2,0(12時 間 後)2・31(L)4,時 間 後)

2・ 以 上 ノ所 見 ハ何 テ意 味 ス ル カ。 同一 試 獣 ノ

任意 ノ局所 皮 膚 ニ テ ノ結 果 デ アル カ ラ試 駄 ノ個

性 的差 異 ハ 全 然 除 外 サ レテ居 ル。 即 チ原 「ツ廻

ル ク リン ノ杭 原 能 働 力 ハ3者 中 最 小 ニ シテAO

ハ之 二室 ギ テ稽 ≧大 、 而 シテ結 核 菌 「コ クチ ゲ

2」 三LZリ テハ3者 中顯 著 ノ差 テ以 テ最 大 ナ ル

コ トテ意 味 ス ル モ ノ デ ア ル。

3.抗 原 軟膏 貼 用 後24時 間 ニ シデ 局所 産 生 ノ

(特殊性 乃 至 非 特 殊 性)「オ プ ソー ン」ノ・最 大 償 二

達 スル モ ノナ ル コ トハ八 田捨 二 、 番 野 静 郎 等 ノ

研 究 ニ ヨ リテ明 白 デ アル。 故 二結 核 菌 成 剤 ノ場

合 ニテ モ亦 然 リ ト推 定 シ得 ル デ ア ロ ウ。 然 ル時
　 　 　

ハ 「ツ ベ ク リ ン」、AO及 ビ結 核 菌 「コ ク チ ゲ ン」
む 　 　 　 の 　 　 　 　 り 　 　 　 　 の 　 　 　

ノ綾揮スル最大抗原能働力(從 テ亦最大免疫元
の り 　 　 　 る む 　 　 　 　 り 　 　 　 　 り 　 　 の

性 能 働 力)ノ 比 ハ ソ レゾ レ1001封117封196ノ
　 り 　 の む 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 り 　 　 　 　

比 トナル デ アロ ウ。 自ロチAOノ 抗 原 能 働 力 ハ薔
り 　 　 む 　 　 　 　

「ツベ ル ク リン」ノ ソ レ ヨ リモ僅 カ ニ大 ナ レ ドモ

結 核 菌 「コ クチ ゲ ン」 ノ抗 原能 働 力 ハ菖 「ツベ ル

ク リン ヨ リモ約2倍 近 ク大 ナル モ ノタル事 テ認

ムベ キ テ アル。 今 牧喜 雄 ガ海 猿 一側 肺 ノ自働 免

疫 イ實 験 二於 稽 「ツベ ル ク リ ン」テ以 テ シテハ

何 等 ノ数果 テ モ 暴 ゲ 得 ザ リ シニ封 シ 結 核 菌 「コ

ク チゲ ン」テ以 テ 顯 著 ノ免 疫 数 果 ラ牧 ,メタ ノハ

決 シテ偶 然 二非 ザ ル コ トテ知 リ得 ・ヒノデ アル。

4.原 「ッベ ル ク リン」テ囁 氏100度 二20分 間

煮 沸 シ タル ニ 其 ノ抗 原能 働 力 ハ 充 進 シテ2-1,時

間 後 ノ「オ プ ソー ン」係 数 ハ1.18ヨ リ1.79二 上

昇 シ タ。AOニ テ ハ30分 煮 沸 ノ 結 果 同 一條 件

ノ下 ニ テ 「オ プ ソニ ン」係 数 ハ1 .38ヨ リ1.72_
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上 昇 シタ。 即 チ煮 沸 後 ハ 「ツベ ル ク リ ン」モAO

モ其 ノ抗 原能 働 力 ガ}會強 シ何 レモ殆 ン ド同一 程

度 トナ ツ タ.此 ノ事 實 ハ何 テ意 味 スル カ。 是 即

チ 「ツ〈ごル ク リ ン」中 ニ モAO中 ニ モ 「イム ベ ヂ

ン」ガ含 有 セ ラ レ居 ル讃 左 デ ア ツ テ原 「ツベ ル ク

リ ン」ヤ原AOヨ リモ 是 等 テ100度20分 乃 至

30分 煮 沸 シ テ使 用 スル方 ガ抗 原 能 働 力(乃 至 発

疫 元 能 働 力)大 トナ ル テ 意 味 スル ノ デ アル。 此
　

ノ如 キ明白ナル事實 テ省察セズシテ張 ヒテ抗原
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

能 働 力登 揮 ノ阻 害 サ レテ居 ル原 「ツベ ル ク リ ン」
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

ヤ原AOノ 使用テ固執スルハ學術上意味ナキ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 り 　 　

コ ト ア ア ル 。

　 　 　 　 　

AOハ 既 二結 核 菌 盟 ヲ樋 棄 シテ水溶 性 菌 物 質 テ

主剤 トシテ 居 ル モ ノ デ アル。 今後 ハ 宜 シク 「イ

ム ペ ヂ ン」ヲ モ破 却 シテ以 テ 學 術 研 究 ノ進 歩 二

從 フベ キ デ アル。 此 ノ 如 クAOガ 改 良 サ レタ

曉 ニノ・ソ レハ 即 チ 「コ ク チゲ ン」以外 ノ何 者 デモ

無 イ。

5.以 上 ノ事 實 二封 シ原 結 核 「コ クチ ゲ ン」テ更

二囁 氏100度 ニ テ30分 間 煮 沸 シタ ル 後 ノ 抗 原

能 働 力 ハ如 何 。 「オ プ ソ ニ ン」係撒 ハ原 「ー ク チ

ゲ ン」ニ テ ハ2.31ナ リ シモ ノガ煮 「コ クチ ゲ ン」

ニ テハ2.15一 マ デ低 下 シ タ。 此 ノ事 實 ハ 何 テ

意 味 スル カ、他 無 シ、結 核 菌 「コ ク チゲ ン」ニ テ

ハ 「イム ペ ヂ ン」ガ完 全 二破 却 セ ラ レ居 ル ガ爲 一

抗 原 性 能 働 力 ガ全 部 登 揮 セ ラ レ居 ル ニ モ拘 ラズ

ソ レテ更 二30分 間 煮 沸 スル 時 ハ 過 大 ノ加 熱 ニ

ヨ リテ抗 原物 質 ガ漸 次 破 却 セ ラ レ其 ノ結 果 トシ

テ能 働 力 ガ低 下 シタ ル コ トテ 示 シタ モ ノデ ア

ノレo

以 上 ノ事 實 ノ封 比 ニ ヨ リテ ー方 ニ ハ 「ッベ ル ク

リ ン」又 ハAOト 他 方 ニ ハ 「コ クチ ゲ ン」ト ノ間

ノ根 本 的 ノ相 違 ガ諒 解 サ レル デ ア ロ ウ。 結 核 菌
ら 　 　 　

「コ クチ ゲ ン」ハ決 シテ軍 ナ ル非 濃縮 「ツベ ル ク
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

リ ン」 デハ無 イ ノデ ア ル コ トガ此塵 デ モ判 明 ス
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

ノレデ ア ロ ウ。
　 　 　 　 　

6.OAノ 合 有 シテ居 ル 「イム ペ ヂ ン」テ破 却 ス

ル爲 二 必要 ニ シテ 充 分 ナ ル 好 適 煮 沸 時 間 ハ30

分 デ ア ル、 マ タ傳 研 製 蕪 「ツ(ごル ク リン」ノ含 有

スル 「イム ペ ヂ ンJテ 完 全 二破 却 ス ル爲 二必要 ニ

シテ充 分 ナル 煮 沸 時 間 ハ20分 デ アル。 然 ラバ

30分 煮AOヤ 、20分 煮 「ツtS"7レク リン」等 ノ抗

原能 働 力 ハ結 核 菌 「コ クチ ゲ ン」ノ抗 原能 働 力 ト

同 一程 度 デ ア リテモ ヨカ ルベ キ繹 デ アル。 然 ル

ニ此際 ニモ下 二掲 グ ル ガ如 ク相 互 ノ間 二抗 原能
、

働 力 ハ顯 著 ノ差 テ示 ス ノ デ アル。

無 「イム ペ ヂ ン」煮 「ツベ ル ク リ ン」

1.79(100、

無 「イム ペ ヂ ン」煮AO1.72(96)

結 核 菌 「コ クチ ゲ ン」2・31(129)

以 テ結 核 菌 「コ クチ ゲ ン」ガ抗 原(発 疫 元)ト シテ

如何 二 優 秀 ナ ル モ ノ デ アル ヵ テ 認 ム 可 キ デ ア

ノレny

7.此 際 煮沸 以前 二於 テ ハAOノ 抗 原 能 働 力 ハ

「ツベ ル ク リン」ヨ リモ大 デ ア リ シニ モ拘 ラズ煮

沸 後 二至 リテ ハAOノ 抗 原 能 働 力 ハ却 テ 「ツベ

ル ク リ ン」ノ ソ レ ヨ リモ低 下 シ テ 居 ル ノハ 如 何

ナ ル繹 デ アル カ、 思 フニ 「ツ・ごル ク リン」ノ有 ス

ル本 來 ノ抗 原物 質 ハAO中 ニ アル モ ノ ヨ リモ大

デハ ア ル ガ併 シ「ツベ ル ク リン」中 二含 有 サ レテ

居 ル 「イ ム ペ ヂ ン」ノ阻 止作 用 ガAO中 二於 ケ ル

「イム ペ ヂ ン」ノ ソ レ ヨ リモ大 デ ア リ シ ガ爲 二此

ノ如 キ所 見 ヲ呈 ス ル ニ至 ッ タ モ ノデ ァ ロ ウ。

8.余 等 ハ既=試 験 管 内 二於 ケル喰 菌 作 用 テ指

標 ト爲 シテ蕉 「ッベ ル ク リ ン」及 ビ結 核 菌 「コ ク

チ ゲ ン」ノ赦 力 テ 検 定 シ 其 ノ順 位 テ定 メル コ ト

ガ 出來 タガ、 其 ノ結 果 ハ動 物 艦 ラ使 用 シテ是等

ノ成 剤 ガ皮 内 二 「オ プ ソニ ン」ラ産 生 セ シ メル免

疫 元 性 能 働 力 ヲ 検 定 シタ ル 結 果 ト全 ク ー 致 シ

タ。 即 チ此 際 ニ モ抗 原 性能 働 力 ト免 疫 元 性 能 働

力 トー致 連 行 スル コ トテ 謹 シ得 タ(ソ レハ敢 テ

必 ズ シモ特 記 スル コ トテ要 セズ、 當然 斯 ク アル

ベ キモ ノデ ア リテ ソ レガ 免 疫 學 上 ノ 原 則 デ ア

ル)。
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特殊性抗原能働力 ワ比較 二向ツテ敢 テ局所皮膚二於 ケル非特殊性

「オプソニ ン」産生程度 ヲ比較 スルコF7學1術 的意義

結 核 菌 ノ各 種 成 剤 ノ抗 原 性(免 疫 元 性)能 働 力 テ

比 較 スル ニ當 リ テ ソ レテ軟 高 トナ シテ皮 膚 二貼

用 シ以 テ 局所 皮 内 二産 生 シ來 ル 非特 殊 性 「オ プ

ソニ ン」ノ程 度 ラ比較 スル ノハ 如 何 ナ ル意義 ガ

アル カ。 之 二封 スル解 答 ハ下 ノ如 クデ アル。

1.冤 疫 元(抗 原)ノ 数 果 ヲ比 較 ス ル ニ當 リテ ィ

ツモ問 題 トナ ル ノハ試 獣 ノ個 性 ノ相 違 デ アル。
　 　 　 くつ 　 　　　 　 　

免 疫 結 果 二差 別 ガ 現 ハ レテ モ ソ レハ 『可検 免 疫

元 ノ能 働 力 ノ差 』二蹄 スベ キ ヨ リモ却 テ『試 獣 ノ

個 性 ノ差 』二蹄 スベ キ モ ノナ リ トノ 異論 モ起 リ

得 ル ノデ アル ガ併 シ同 一 試 獣 二就 キ テ何 個 所 カ

ノ任 意 局 所 ノ皮 膚 二可 検 抗 原 ノ軟膏 テ貼 用 シタ

揚 合 ニハ 試 獣 個 性 ノ差 別 ナ ドハ何 等 問題 トハ ナ

ラヌ。 是 レ余等 ノ研究 方 法 ノ優 レテ居 ル鮎 ノー一

ツ ア ア ル。

2.発 疫 元 テ外 用 トナ ス時 ハ皮 膚 ノ細胞 ハ自家

ノ生 活 力 ノー獲 露 トシテ此 ノ免 疫 元 性 物 質 テ自

働 的(能 働 的)一 、全 ク自由 ノ立 場 ヵ ラ局所 皮 内

二吸牧 シ、眞 皮 層 二於 テ 純 局所 性 二 「オ プ ソニ

ン」 ラ産 生 スル モ ノ デ アル(番 野 静郎)。 此 際 見

疫 元 トシテ不 適 當 ナル モ ノハ皮 膚 ノ細 胞 ハ吸牧

セ ヌ ノデ アル。 ソ レデ アル カ ラ免 疫 元 テ静脈 内

腹 腔 内注 射 又 ハ皮 下 注 射 ナ ドニ ヨ リテ其 ノ吸牧

テ強 ヒ、或 ハ 中毒 テ起 サ シム ル等 ノ場 合 ト全 然

事 情 テ異 ニ ス ル モ ノデ アル。 表 皮 上 ノ貼用 ニ ヨ
　 　 　 　 　 　 　 　

リテ発疫元ガ眞二発疫元 トシテ身禮組織 カラ利
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

用 サ レ得 ル程 度 ガ刹 明 ス ル ノデ アル。 コ レガ余
　 　 　 　 　 　 　 り 　 　 　 　 　 　 　 　

等 ノ實 験 方 法 ノ 優 レテ 居 ル鮎 ノ2デ アル(此 際

余 等 ハ 「菌 罷iソ レ自身」ハ発疫 元 テ含 有 シテ居 ル

モ ノデ ハ ア ル ガ併 シ 「免 疫 元 ソ レ自身」 デ ハ 無

イ。 免疫 元 ハ水 中分散 ノ膠 質 微粒 子 ナ リ トノ立

場 テ トル モ ノデ ア ル)。 ・

3.普 通 免 疫 元 ノ数 果 テ比 較 スル ニハ免 疫 元 ラ

以 テ動物 二前庭 置 ヲ施 シ最 短7日 目位 ニ シ テ血

中産 出 ノ抗 膿(凝 集 素 ・殺 菌 素 ・沈 澱 素 ・補 禮 結 合

性 抗 膿)ノ 強度 テ比 較 スル カ或 ハ3.4週 間後 二
9

感 染 乃 至 中・毒 テ行 ツ テ所 謂 活 動(自 働)免 疫 ラ検

スル ノデ アル ガ從 來 ハ 「原 因」回 結 果」トノ間 ノ

相 互 量 的關 係 テ明 白 ナ ラ シ メ以 テ反 慮 ノ大 小 ヨ

リ シテ原 因(部 チ抗 原 能 働 力)ノ 大 小 ヲ判 定 シ得

ル過 程 二在 リヤ否 ヤ テ個 性 ノ相 違 テ顧 慮 ス ル テ

要 セザ ル同 一 試獣 二就 テ匡 ス ー トハ不 可能 デ ア

ツ タ。

然 ル ニ 余 等 ノ 新 實 験 方 法 ニ テ ハ 抗 原 貼 用 後24

時 間以 内 ニ テ實験 操 作 ハ完 了 スル。 コ レガ余 等

ノ實 験 方法 ノ優 レテ居 ル貼 ノ3デ アル。 且 ツ同
　 　 　

一試獣二就テ皮膚 ノ局所 テ異 ニシテ免疫元 ノ量
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 む 　 り 　 　 　 　 む 　 　 　

乃 至濃 度 テ攣 更 ス ル コ トニ ヨ リテ「原 因 」 ト 「結
　 　 　 　 り 　 　 ゆ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

果 トノ間 ノ量 的 關係 ヲ精 シク検 査 シ得 ル ノ デ ア
　 　 　 ゆ 　 　 　 り 　 　 　 む 　 　 　 　 　 　 　 　 　

ル。 從 來 ノ如何 ナ ル實 験 方 法 ニ テ モ此 ノ如 キ研
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 む む 　 　 む 　 　 　 　

究 ハ不 可能 デ ア ツ タ。 コ レガ余 等 ノ實 験 方 法 ノ
　 　 　 　 　 　 　 　む

優 レテ居 ル貼 ノ4デ アル。

4.「 オ プ ソニ ンJノ 産 生程 度 ラ比 較 ス ル ニ シテ

モ、 特 殊 「オ プ ソー ン3epチ 抗 結 核菌 「オ プ ソニ

ン」テ検 スル ヨ リモ、 先 ヅ非 特 殊 性 ナ ル抗 黄 色

葡 萄 歌球 菌 「オ プ ソー ン」ノ産 生 程 度 テ比 較 スル

ニ ハ如何 ナ ル意 義 ガ アル カ
。

人 型 結核 菌 ノ中 ニモ種 類 ガ多 イ。 ソ レデア ル カ

ラ今 モ シA型 ナ ル結 核 菌 テ使 用 シ、 ソ レニ封 ス

ル特 殊喰 菌 作 用 テ比 較 ス ル場 合 二、AOテ 製 造

スル爲 ノ出嚢 結 椀 菌 ガA型 夫 レ自身 デ アツ タカ

或 ハA型 二最 モ近 似 シテ居 ル株 デ アツ テ、 ソ レ

ニ反 シ「ツベ ル ク リン」又 ハ 「コ クチ ダ ン」ノ製 出

二使用 サ レタ リ シ結 核 菌 ハA型 トハ非 常 二懸 隔

シテ ヰル他 ノ人型 結 核 菌 デ ア ツ タ ト假 定 セ ヨ
。

些墜言幹乞誉 聡 難 慰 糸軽 曽9ζ 暫暑
ノ判 定 ラ 有 利 ニ ス ル デ ァ ロ ウガ

、 「ツベ ル ク リ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ζ」冬が 詑 訂 ζ、ノ腿`悔 訟 否智打

告こよ言尋をどζ。コレハ結核免疫 ノ揚合ニノ
ミ限ラズ、マタ喰菌作用 ノ検査 ノミニ限 ラズ、

其他一切 ノ反慮及 ピー切 ノ病原微生物特殊同名

ノ免疫學的反鷹二於 テハ共通 ノ訣鮎 デアル。
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然 ル ニ 「ツベ ル ク リ ン」ヤ、AOヤ 、 「コ ク チゲ

ン」等 テ作 ツ タ結 核 菌 ガ如 何 ナ ル型 デ ア ル カ、如

何 ナ ル類 族 性 デ アル カ ニ全 然無 關 係 ナ ル任 意 ノ

他 ノ細 菌(此 庭 デハー 定 種 ノ黄 色 葡 萄 状 球 菌)ノ

浮 游 液 テ持 チ來 リテ ソ レニ向 ツテ ノ 「オ プ ソー

ン」ガ如 何 ナ ル程 度 二 登 生 シテヰ ル カ ノ 程 度 テ

比 較 スル コ トニ ナ ル ト毫 モ 「発 疫 元 出登 材 料 デ

ア リ シ結 核 菌 」ト「被 喰儘 結 核 菌 」トノ 間 ノ 類族

性 ノ親 疎 ガ問 題 トハ ナ リ得 ズ免 疫 登 生 テ 目標 ト

ス ル鮎 二於 テ全 ク 公牢 ナ ル判 定 テ下 シ得 ル コ ト

ニ ナ ル。 コ レガ余 等 ノ實 験 方 法 ノ優 レテ ヰ ル貼

ノ57ア ル。

弦 デ 問題 トナ ル ノハ 『非特 殊 性 二各種 ノ抗 禮(例

ヘ バ 本 研 究 ノ場 合 ノ如 ク 抗 黄 色 葡萄 状 球 菌 「オ

プ ソニ ン」)テ産 生 スル コ トノ強 度 ナ ル可 検 抗 原

ハ 同 時 二特 殊 抗 艦 即 チ抗 結 核 菌 抗 膿 ノ産 生 二 向
　　 　 　 　 り 　

ツテ モ亦 タ優 秀 ナル 数 果 ア リヤ否 ヤ』 ノ鮎 デ ア

ル ガ コ レノ・殆 ド問 題 トハ ナ ラヌ程 二明 白 ナ コ ト

デ ア ツ テ、吾 々 ハ 下記 ノ事 項 テ免 疫 學 上 ノ大 原

則 ト シテ主張 シマ タ實 詮 シ テ居 ル モ ノデ アル。

第1。 一切 ノ非 細 菌 性 及 ビ細 菌 性(微 生 物 性)免

疫 元 ハ後 天 性 二特 殊 性 及 ビ非特 殊 性、 即 チニ

様 ノ免 疫 テ獲 現 セ シム ル モ ノデ アル。 而 シテ
　 　 　 　

特殊性免疫瑳生能力ノ張度 ト非特殊性免疫襲
　 　 　 　 む ゆ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

生 ノ強 度 トハー致 連 行 ス ル モ ノデ ア ル。 故 二
　 む 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

一方二於テ非特殊性一般免疫テ登生スルコ ト

強大 ナル免疫元ハ同時二他方二於 テ特殊発疫

テ螢生スルコトモ亦強大ナルモノデアル。蓋

シ特殊性免疫 ト日 ヒ非特殊性発疫 ト日フモ本

來ハ畢寛スルニ分量上 ノ差別二蹄スルヵラデ

アル。

第2。 免疫元能働力 ト抗原能働力 トハー致連行

スルモノデアル。詳 シク日ヘバ試瞼管内二於

テ抗原作用 ノ強大ナルモ ノハ動物艦内二於テ

モ亦免疫元 トシテ強大 ナル作用 テ登揮スルモ

ノデアル。故二免疫元物質 ノ免疫力 テ判定ス
リ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

ル目的二向 ツテー々所謂活動性免疫 テ試 ミル
　 　 　 り 　 　 　 　 ゆ 　 　 り の 　 　 　 　 つ 　 　

必要ハ無 イ。試験管内二於 テ抗原能働力 テ検
　 　 　 　 　

査 ス ル コ トニ ヨ リテ充 分 信 頼 スル ニ 足 ル刺 定

テ下 シ得 ルモ ノデ アル(鳥 潟教 授 ガ1915年 沈

澱 元 性 能 働 力 ノ大 ナ ル抗 原 テ免 疫 元 性 能 働 力

モ 亦 大 ナ リ ト 判 定 シタ ル コ トガ1932年 ノ今

日 マ デ何 等 ノ例 外 無 クー 々事實 トー致 セル ニ

徴 スベ シ)。

第3。 各 種 ノ試 験 管 内抗 原 反 慮 乃 至 反 慮 二於 テ

ハ其 中 ノ何 レカ ノー一ツ テ観 察 シテ以 テ其 他 テ

律 スル コ トガ出 來 ル モ ノ デ ア ル。 是 等 ノ反鷹

ハ其 強 度 二於 テー致 連 行 スル モ ノデ ア ル。 例

ヘ バ非 特殊 性 「オ プ ソニ ン」テ産 生 ス ル コ トノ

張 大 ナ ル見 疫 元 ハ特 殊 性 及 ビ非 特殊 性 ナ ル凝

三 集 素 、 殺 菌 素 、 檜 容 素 、 沈澱 素 等 其 他 一 切 ノ

抗 盟 テ 産 生 ス ル コ トモ 亦 強 大 ナ ル モ ノデ ア

ル。 マ タ同様 二 特 殊 性 及 ビ非 特 殊 性 自働(活

動)発 疫 テ獲 得 セ シムル 能 力 モ 亦 強 大 ナ ル モ

ノ ア ア ル 。

以上 ノ原 則 二違 反 スル カ ノ如 ク見 ユ ル實 験(又

ハ検 査)結 果 ハ、 一面 因 果 關 係 ノ量的 研 究 ラ行

ハ ズ、 他 面 免 疫 獲 得 二封 スル抗 原 ノ毒 力 ノ關係

ジ顧 慮 セザ ル ノ致 ス所 デ アツ テ畢 寛 研 究 ノ粗 漏

二飾 スベ キモ ノデ ア ル。 此 ノ事 ハ從 來 カ ラ鳥 潟

教授 ノ教 室 二於 テ充分 二立 謹 サ レテ居 ル。

岩西氏論文ワ批評

岩西氏ハ大阪帝國大學醤學部眼科教室ニテ中村

教授指導 ノ下二角膜憂調成立テ指標 ト爲 シテ諸

種結核免疫元 ノ免疫元性能働力 ラ比較 シタガ

(結核第10巻 第8號 第485頁)同 氏 ノ結論 ハ左

ノ鮎二於テ未ダ正鵠 テ得 タリトハ言 ヒ難キ ノ恨

ミガアル。

1.可 検免疫元 ノ使用量ハ唯一 ト通 リノ軍一量

デアツテ少 シ㌔其 ノ使用量テ攣化 シテ角膜攣調

成立 ノ消長 テ観察 シ居 ラズ、即チ原因 ト結果 ト
む し 　 む

メ相互關係 テ究 メ居 ラズ、 カクテハ角膜攣調成
　 　 　 　

立 ノ大小二立脚 シテ逆 二其際 二於ケル可検免疫

元 ノ能働力 ノ大小ラ論断 シ得ザルモノデアル。
1
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2・ 可 検 見 疫 元 ノ用 量 テ攣 化 スル コ トー一ヨ リテ

登 生 シ來 ル角膜 攣 調 成 立 ノ推 移 消長 ラ究 メ、 ソ

レニ ヨ リテ可検 冤疫 元 ガ成 シi途ゲ得 ル最 大 角 膜
む 　 　 　 　 む 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

糊 購 ラ定 メテコソ眞二始 メテ可検免疫元 ノ
能 働 力 テ比 較 シ得 くごキモ ノデ ア ル。

3.少 ク トモ可 検見 疫元 用 量 ラニ段 二攣 化 セ シ

メ以 テ 『角 膜 攣 調 』ト イフ生物學 的反 鷹 ノ程 度 ヲ

検 出 シ、 反 慮 ノ上 行 位 相 ニ ア ル カ或 ハ 下行 位 相

ニ アル カ テ確 定 セ ザ レバ可検 免疫 元 ノ能 働力 ラ

比 較 ス ル コ ト・・出來 ヌ モ ノデ ァ ル。

-1,・ 讐 溝 香乃至ハ舗 鷲 ㌘ 好適時間グ

ケ煮 沸 シテ 「イムペ ヂ ン」テ破 却 シタル モ ノテ得

以 テ雨 者 テ其 他 同 一 條 件 ノ下 二於 テ比 較 シテ コ

ソ其 ノ所 見 ノ間 ヨ リ始 メ テ正 シキ結 論 ガ浮 ビ上

ル モ ノデ アル。 デ アル カ ラAOヤBCGテ 輩掲

ニ テ検 査 シタ ノデ ハ 何等 用 テ爲 サ ヌ
。AOト 「イ

ムペ ヂ ン」破 却(煮)AOト ヲ比 較 シ、 原BCG

ド ィムペ ヂ ン」破 却(煮)BCGト テ比 較 シテ コ

ソ始 メ テ「生 態 ナル コ ト」ガ免 疫 上 必要 ナ リヤ、

或 ハ 却 テ 有 害 ナ リヤ テ 判 定 シ得 くごキ モ ノデ ア

結

1.菖 「ツ〈ごル ク リ ン」ヤAO等 ハ結 核 菌 「コ ク

チ ゲ ン」一比 シ 正 常的 喰 菌 作 用 ラ 促 進 スル コ ト

ニ於 テ抗 原 性能 働 力 小 ナ ル モ ノナル コ トガ立 澄

サ レテ居 タガ(林 茂 、 青柳 安 誠 、 武 野 周 一 、、 今

ヤ是 等 ノ成 剤 ラ冤 疫 元 ト爲 シテ同 一試 獣 ノ任 意
　 　　でつ

ノ皮 膚 局所 二貼 用 シタ所 ガ當該 皮 膚 局 所 二於 ケ

ルー 般 的 「オ プ ソニ ン」産 生程 度 ハ前 記 抗 原 能 働

力 トー 致 連 行 スル コ トテ 謹 シ得 タ。 皇Pチ薔 「ツ

ベ ル ク リン」AO及 ピ「コ クチゲ ン」ニ ヨル皮 膚

産 生1オ プ ソ ニ ン」係'撒ハ100封117封196ノ 比

トナ リ結 核 菌 「「 ク チゲ ン」ガ顯 著 二最 大 トナ'ソ

タ。

2.蔭 「ッベ ル ク リン」ヤAO等 テ囁 氏1川 度 ニ

テ20分 乃 至30分 間 煮 沸 ス ル時 ハ 喰菌 作 用 一7促

進 スル 抗 原 能 働 力 ノ 上 昇 ラ 謹 シ 得 タ ノ デ アル

(林茂 、 青柳 安誠 、 武 野 周 一)。 然 ル ニ是 等 ノ煮

沸 液 テ発 疫 元 ト爲 シテ皮 膚 二貼 用 セ ル ニ原 「ツ

ル。 此 ノ比 較 テ試 ミズ シテAOテAOト シテ ノ

ミ、BCGテBCGト シテ ノ ミ検 査 二立 脚 シ「生

態 ナ ル コ ト」ノ必要 テ結 論 ス ル コ ト・・kontrol-

loseArbeit二 他 ナ ラヌ。 全 ク失 當 ノ甚 グ シキ

モ ノテ アル。

余等 ハ 「イム ペ ヂ ン」テ含 有 ス ル コ トノ明 白 ナ ル

薩 「ツベ ル ク リン」トカAOト カ テ好 適 時 間 ダ ケ

煮 沸 シテ以 テ 「イ ムペ ヂ ン」テ破却 シ、 雨 者 テ其

他 同 一條 件 ノ下 二 於 テ 比 較 スル時 ハ、 「イムペ

ヂ ン」破 却冤 疫 元EPチ 煮 「'ソベ ル ク リ ンJ乃 至 煮

AOノ 冤 疫 元 性 能 働 力 ハ明 白 二原冤 疫 元 帥 チ原

「ツ〈ごル ク リン」乃 至 原AOヨ リモ大 トナ ル コ ト

ノ余等 ノ立 謹 二立 脚 シテ、 叉他 方 「イム ペ チ ン」

テ含 有 セザ ル結 核 菌 「コ ク チゲ ン」ト之 テ更 二長

時 間 煮沸 シタ ル モ ノ トヲ比較 シ、後 者 ノ場 合 ニ

ノ・煮沸 過 度 ナル ガ爲 二発 疫 元 性能 働 力 ガ却 テ減

弱 ス ル コ ト ノ余 等 ノ立 讃 二立 脚 シ テ敢 テ上 述 ノ

如 キ 批 評 テ 岩 西 氏 ノ 論 文 二 加 ヘ タル モ ノデ ア

ル。 指導 者 中村教 授 請 フ幸 二之 テ諒 セ ヨ。

論

ベ ル ク リ ン」原AO-?貼 用 セ ル 場 合 二 比 シ皮 内

「オ プ ソ ー ン」 ノ産 生 ハ 何 レモ 上 昇 シ タ
.自 ロチ

「ツ ベ ル ク リ ン」ニ テ ハ100封152ノ 比 二
、AO

一 テ ハ10(1封125ノ 比 二 「オ プ ソ ニ ン」係 撒 ガ 上

昇 シ原 「ツ ベ ル ク リ ン」ヤ 原AOバ ー 定 度 煮 沸 ス
　 　 む む む 　 　 ゆ 　 　 　 る 　 　 　 　 　 　

ル コ トニ ヨツ テ見 疫 元 ト シテ ノ数 力 ノ増 大 スル
む む 　 　 む む む り 　 　 む ゆ 　 き 　 　 　 　 　 　 　

モ ノ ナ ル コ トテ謹 シ得 タ。
む 　 　 　 　 　 　 り 　 　 む

:3・ 結 核 菌 「コ クチ ゲ ン」一 テ ハ ソ レラ更 二囁 氏

100度 ニ テ30分 間 煮 沸 ス ル 時 ノ・試 験 管 内 二於

テ喰 菌 作用 テ促 進 スル抗 原 能 働 力 ハ却 テ減 弱 ス

ル コ トテ立 讃 シ テ居 タガ
、 今 弦 二更 ニ ソ レテ免

.疫 元 トシテ皮 膚 二貼 用 セル庭 皮 膚 局所 二於 ケル

「オ プ ソー ン」 ノ産 生 ハユoo封i塗 ノ比 二於 テ減

少 シタ。 即 チ結 核 菌 「コ クチ ゲ ン」二限 リ ソ レラ

更 二煮沸 ス鍵 編 ・咲 ●ト●ナoラ●ナ彩 琴;美

蔀 簸 歩 鶏 ラ努 £評o● ●。。●●●●●
の む 　 ゆ む 　 　 む 　 　

先 以上ノ事實ハ凡テ試験管内二於 ケル抗原性
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能 働 力 ト動 物 禮 中 二於 ケ ル冤 疫 元 性能 働 力 トガ

ー 致 連行 スル コ トヲ立 誇 シタ ノデ ア ツ テ是 印 チ

冤 疫 學 上 ノ大 原 則 デ アル 。

5.以 上 ノ 立 謹 ニ ヨ ツ テ 蕉 「・ソベ ル ク リ ン」ヤ

AO等 ハ「イ ムペ ヂ ン」ラ含 有 ス ル ガ故 二原 状 ニ

テ ハ抗 原(免 疫 元)能 働 力 弱 小 デ アル ガー 定 時 間

ノ煮 沸 後 二至 リ始 メテ此 ノ能 働 力 ガ大 トナ ツテ

全 部 費揮 セ ラル ・モ ノ デ アル コ トラ知 ルベ'キテ

アル。 是 帥 チ 「イムペ ヂ ン」學 論 ノ圭 張 ガ更 二明

白 二立 諺 サ レタ モ ノデ アル。

6.菖 「ツベ ル カ リン」ヤAO等 ノ「fム ペ ヂ ン」

ラ破 却 シタル駄 態 二於 テ デ サヘ モ其 ノ能 働 力 ノ・

省 ホ 且.ツ結 核 菌 「コ クチ ゲ ン」ヨ リモ弱 小 ナ ル モ

ノデ ア ツ テ産 生 「オ プ ソ ニ ン」ノ係 数 ノ比 ハ次 ノ

如 ク デ アル。

原 「ツベ リ ク リ ン」封 原AO¥・S原 「コ クチ ゲ ン」

・・:一・テハ100封117封196

煮 「ッベ ル ク リ ン」封 煮AO封 原 「コ クチゲ ン」

_テ ハ100封96i封129

以 テ結 核 菌 「コ ク チゲ ン」ノ免 疫 元 性 能 働 力 ガ三

者 中縄 封 顯 著 二大 ナ ル卓越 セ ル モ ノナ ル コ トラ

認 ムベ キ デ アル。

7.余 等 ノ新検 査方 法 ハ結 核 菌各 種 成 剤 ノ優 劣

ノ判 定 二資 シ得 ベ キ ノ ミナ ラズー般 冤疫 元 ノ能

働 力 ノ比 較 二 向 ツ テ モ亦 利 用 セ ラルベ キ モ ノデ

ア ル 。
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